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私は教師生活の中で、優れた指導者、先輩に何人も出会ってきました。

尊敬する石川正三郎校長、圧倒的な力量をもっていた坂本茂信先生など

です。

これらの方々からさまざまに学び、大変幅広く仕事をしてきました。学

校外でもたくさんの貴重な出会いがありました。

その中で、１人の小学校教師がいかにして「クイズ面白ゼミナール」の

出題者になり、「進研ゼミ」の教材全体の設計をし、学習指導要領に反

映されるような主張をしてきたか。

そのようなことが、この『新・向山洋一実物資料集』の中に表れている

と思います。

どうか、先生方も私の実物資料から学び、子どもたちと学校全体の教育

の向上を願うような仕事をしていっていただきたいと思います。

サンプル版
※本ファイルはサンプル版です、実際刊行されるものと内容・仕様等が異なる場合があり 
　ますことを予めご了承ください。
※図版等の解像度は、インターネットを通した画面表示に最適化した低解像度のものです。
　実際の印刷物は高解像度の図版を使用して印刷いたします。
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教育技術法則化のよびかけ
第１回投稿論文の募集

１. 原文発見！　教育技術法則化運動は
向山洋一によってこのように生み出された

6

解　　説

1984年、向山氏は教育技術法則化運動を立ち上げた。氏が40歳になる年であった。

雑誌に掲載する呼びかけ文を構想したのが６月。その２か月後の８月には 944 本

の論文が集まっている。その論文タイトルのすべてを向山氏が手書きで集約してい

る。（パソコンもワープロも全く普及していない時代である。）

この運動をすすめていく主体者は 30歳をピークとした青年教師であると向山氏は

予想している。当時としては誰も思いつけないことであった。

10 月までに 60 枚以上の「教育技術法則化運動」の通信を書き続けている。これ

を全国の教師たちに手紙で送っていたのである。

翌 1985 年には、雑誌『教室ツーウェイ』（明治図書）の企画がはじまり、1986

年に創刊。法則化の中央事務局も組織化されていく。

そんな 1986 年。

向山氏が立ち上げたこの運動が、まさに文字どおり燎
りょうげん

原の火のごとく広がってい

く只
ただなか

中で、私は教師になった。

私と同年代付近の人で、現在管理職になっている人や教育委員会・文部科学省等

の主だった方々で、この運動を知らない人、向山洋一氏の本を読んでいないという

人は、まずいないだろう。

「運動の形として大変ナウい、ユニークなもの」

「運動の組織は、大変にソフトなもの」

「疲れたらサボればいい」

「おかしいと思ったら『反対』すればいい」

本資料に登場するこうした氏の書きぶりに、今、実感をもって心から学んでいる

のが、既に 57歳になった私である。

今、令和の時代はさらに大きなターニングポイントを迎えようとしている。この

記録から学べることの価値は非常に高い。

40 年近く前の法則化運動から今、
何を学び、生かしていくのか

谷　和樹
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（１）第１次案　1984.5.9 
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（２）第２次案　1984.5.13 
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